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今回お話する内容

1. 成熟する日本のセメント産業と拡大する世
界のセメント産業

２．セメント産業の新たな役割

ー廃棄物・副産物の利用拡大ー

３. 太平洋セメント社の概要と資源循環事業

４． 港湾環境政策に対する要望

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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１－１．成熟する日本のセメント産業

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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国内セメント需要の減少

１. 成熟する日本のセメント産業

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 年

兆円

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000
千トン

GDP 建設投資 セメント国内需要 セメント輸出

GDP
（左目盛り）

国内セメント需要
（右目盛り）

建設投資
（左目盛り）



17-Feb-05 ― 6 ―

縮小する生産構造

― 6 ―
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１－１. 成熟する日本のセメント産業
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セメントメーカー再編の歴史

小 野 田 セ メン ト小 野 田 セ メン ト

秩 父 セ メ ン ト秩 父 セ メ ン ト

日 本 セ メ ン ト日 本 セ メ ン ト

住 友 セ メ ン ト住 友 セ メ ン ト

大 阪 セ メ ン ト大 阪 セ メ ン ト

三菱マテリアル三菱マテリアル

宇 部 興 産宇 部 興 産

秩 父 小 野 田
94年10月合併

秩 父 小 野 田
94年10月合併

住友大阪セメント
94年10月合併

住友大阪セメント
94年10月合併

宇部三菱セメント
98年7月設立

宇部三菱セメント
98年7月設立

太 平 洋 セ メ ン ト
98年10月合併

太 平 洋 セ メ ン ト
98年10月合併

１－１ 成熟する日本のセメント産業
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各社のクリンカ製造能力

2003年4月1日現在 単位：千トン― 8 ―

21,657

12,432

5,349
24,473

8,452

太平洋セメントグループ

宇部三菱

住友大阪

トクヤマ

その他

１－１ 成熟する日本のセメント産業
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各社の生産拠点と地区別生産能力

北海道
2工場

4,887

東北
4工場

6,054

北陸
3工場

5,412

関東
7工場

9,146東海
2工場

3,874

近畿
1工場

3,765

四国
2工場

5,485

中国
4工場

14,277

九州
7工場

20,626

沖縄
1工場

722

数字はクリンカ生産能力／単位：千トン
2004年4月1日現在

太平洋セメントの生産拠点

他社の生産拠点

― 9 ―

合計：74,247千㌧

１－１ 成熟する日本のセメント産業
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セメントタンカーとサービスステーション

東京サービスステーション
貯蔵能力 65,000トン

セメントタンカー：パシフィックファルコン
積載能力 10,000トン

１－１ 成熟する日本のセメント産業
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〈１次輸送〉

〈２次輸送〉

セメントの物流体系

2003年度 単位：千トン― 11 ―
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48,232(65.5％)

セメントタンカー
48,232(65.5％)

トラック
25,021(31.3％)

[内袋：701(1.0％)]

トラック
25,021(31.3％)

[内袋：701(1.0％)]

貨車
1,371(1.9％)

貨車
1,371(1.9％)

その他（圧送等）
992(1.3％)

その他（圧送等）
992(1.3％)
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トラック
45,118(91.5％)

[内袋：2,463(5.0％)]

トラック
45,118(91.5％)

[内袋：2,463(5.0％)]

セメントタンカー
その他

4,206(8.5％)

セメントタンカー
その他

4,206(8.5％)

１. 成熟する日本のセメント産業
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１－２ 拡大する世界のセメント需要

― 12 ―

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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世界のセメント総需要は17億トン

― 13 ―
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１－２. 拡大する世界のセメント需要
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地域別に見た世界のセメント生産

中 国

６億４０００万トン

北 米

１億３４９０万トン

ア ジ ア

４億８２２６万トン

ヨーロッパ

３億２７８６万トン

アフリカ

８２４２万トン

― 14 ― ２００２年CEMBUREAU統計

中南米

８５９１万トン

オセアニア

８８０万トン

１－２. 拡大する世界のセメント需要
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世界の６割を占める中国・アジアの需要

中国
36%

アジア
26%

アフリカ
5%

ヨーロッパ
18%

オセアニア
1%

北米
9%

中南米
5%

― 15 ―
２００２年統計／単位：千トン

111,456 136,867 1,762,150 1,720,130 合計

330 380 8,800 8,760 オセアニア

4,060 6,000 640,000 640,000 中国

35,352 62,333 482,260 440,415 アジア

17,897 7,370 82,419 89,451 アフリカ

29,895 43,525 327,860 313,525 ヨーロッパ

3,200 8,585 85,913 79,101 中南米

20,722 8,674 134,898 148,878 北米

輸入輸出生産量消費量

地域別セメント消費量

１－２. 拡大する世界のセメント需要
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２.  セメント産業の新たな役割
ー廃棄物・副産物の利用拡大ー

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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出典：（社）セメント協会「セメント常識」2002年版
および「セメントハンドブック」2003年度版より

粘土、珪石、鉄原料
計 304kg

(SiO2+Al2O3+Fe2O3 ）

石炭107kg
(廃油)

電力
95.1kWh

重油
（バイオマス発電）

石炭灰／スラグ

セメント１㌧当たり
１４５０～１５５０℃
ダイオキシン分解

クリンカー
製造

セメントキルン
焼成法

石灰石1,086kg
CaO

クリンカー（主要成分； CaO、SiO2 、Al2O3、Fe2O3 )

なぜセメント資源化は注目されるか！

２. セメント産業の新たな役割
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セメント原料と焼却灰、石炭灰、高炉スラグの
化学成分

セメント原料と焼却灰、石炭灰、高炉スラグの
化学成分

酸化カルシウム 二酸化けい素 酸化アルミニウム 酸化第二鉄 三酸化硫黄

　原料 CaO SiO2 Al2O3
Fe2Ｏ3 SO3

62～65 20～25 3～5 3～4 2～3

５－６０ ２０－６５ １０－３０ ３－１０ 1～4

石灰石 47～55

粘土 45～78 10～26 3～9

けい石 77～96

　酸化鉄原料 40～90

　石膏 26～41

化学成分

石炭灰、焼却灰、高炉スラ
グ

セ メ ン ト

天
然
原
料

（単位：％）

37～59

焼却灰（主灰） ばいじん（飛灰）

２. セメント産業の新たな役割
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増える廃棄物・副産物の使用量

セメント業界における廃棄物・副産物の使用量

その他

汚泥スラッジ
副産石こう

石炭灰

高炉スラグ

257
272

287 295
311

332
355 361

375

0

10,000

20,000
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40,000

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

年度

千トン

0

100

200

300

400kg

セメント1トンあたり
の使用量（ｋｇ）

目標：2010年
には400ｋｇ

目標：2010年
には400ｋｇ

業界全体で

2,756万トン使用

業界全体で

2,756万トン使用

２. セメント産業の新たな役割
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３.  太平洋セメント社の概要
と資源循環事業

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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連結売上高 ８，７９４億円

連結営業利益 ４４８億円

連結経常利益 ３５１億円

連結純利益 １６５億円

連結総資産 １兆３０３９億円

資本金 ６９４億円

連結従業員数 １７，９９４人
（2004年３月期）

主 な 経 営 指 標

３. 太平洋セメントの概要
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太平洋セメントグループの生産拠点

３. 太平洋セメント社の概要

埼玉工場
1,498

熊谷工場
2,243

藤原工場
2,402

土佐工場
1,165津久見工場

4,549

大船渡工場
2,582

上磯工場
3,944

佐伯工場
1,426

㈱デイ・シイ
1,137

敦賀セメント㈱
810

明星セメント㈱
1,917

秩父太平洋セメント㈱
800

数字はクリンカ生産能力／千トン
2004年4月1日現在― 22 ―
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太平洋セメントの産業廃棄物・副産物の使用状況
（平成１５年度）

対全体比２４％

３. 太平洋セメント社の概要
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生活系
廃棄物

産業系
廃棄物

廃
棄
物
の
再
資
源
化

廃
棄
物
の
再
資
源
化

再
資
源
化
の
拡
大

再
資
源
化
の
拡
大

セメント工場

における

代替原燃料

としての

再資源化

セメント工場

における

代替原燃料

としての

再資源化

セメント工場

以外での

再資源化

セメント工場

以外での

再資源化

１ セメント工場での廃棄物

再資源化を極大化

• 塩素バイパスの高性能化

１ セメント工場での廃棄物

再資源化を極大化

• 塩素バイパスの高性能化

２ より再資源化の困難な

廃棄物へ対象範囲を拡大

都市ごみ、焼却灰、土壌の再資源化

土壌資源化システム

• 灰水洗システム
• ＡＫシステム
• エコセメントシステム

２ より再資源化の困難な

廃棄物へ対象範囲を拡大

都市ごみ、焼却灰、土壌の再資源化

土壌資源化システム

• 灰水洗システム
• ＡＫシステム
• エコセメントシステム

３ 他の土木・建築材料

としての再資源化拡大

• 廃石膏ボード

• アッシュセンター事業

３ 他の土木・建築材料

としての再資源化拡大

• 廃石膏ボード

• アッシュセンター事業

各種製品・
サービス
の提供

各種製品・
サービス
の提供

埋立処分場

の延命

埋立処分場

の延命

地球温暖化

の防止

地球温暖化

の防止

天然資源

の節約

天然資源

の節約

太平洋セメントの廃棄物再資源化事業

太平洋セメント㈱ ２００４年版環境報告書より

３．太平洋セメントの概要
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土壌のセメント資源化システム

― 25 ―

現 場現 場

分 析分 析

掘 削掘 削

分 別分 別

中継基地中継基地

搬 出搬 出

積替・保管積替・保管

改質・養生改質・養生

分級分級

海上運搬海上運搬

工 場工 場 ｾﾒﾝﾄ資源化ｾﾒﾝﾄ資源化

セメント資源化の流れ調査調査 方法選択方法選択

３．太平洋セメントの概要

事業内容
建設発生土
汚染土壌等
対象
平成１５年４月
事業開始
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太平洋セメントグループの生産拠点と中継基地

― 26 ―

埼玉工場

熊谷工場

藤原工場

土佐工場津久見工場

大船渡工場

上磯工場

佐伯工場

デイ・シイ

敦賀セメント

明星セメント

秩父太平洋セメント

三井埠頭

東京湾物流

土壌のセメント資源化システム（中継基地と受け入れ工場）

３．太平洋セメントの概要
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都市ごみ焼却灰、飛灰の
灰水洗設備（埼玉県熊谷市
熊谷工場）

3. 太平洋セメントの概要

事業内容
埼玉県内都市ごみ
焼却灰、飛灰対象
平成１３年７月事業開始

約６万t/年

主灰前処理設備

排水処理設備

飛灰タンク

灰水洗設備
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ごみ資源化キルン

（遊休キルﾝ）

セメント焼成

キルン

予熱装置
都市ごみのセメント資源
化設備（埼玉県日高市埼
玉工場）

破砕・篩・選別

都市ごみ（処理前）

セメント原料（処理後）

ごみ資源化

キルン

3. 太平洋セメントの概要

事業内容
日高市の都市ごみ
（金属,ガラス,古紙除）
対象 ６０t/日
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市原エコセメント工場
（千葉県市原市）

3. 太平洋セメントの概要

事業内容
千葉県内の都市ごみ焼却灰、
飛灰（６．２万t）および
産業廃棄物（２．８万t）対象
エコセメント１１万t製造

平成１３年４月事業開始

原料ミル室

キルﾝ

製品ミル室

乾燥灰タンク

飛灰タンク冷却塔
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多摩エコセメント施設の予想図

3. 太平洋セメントの概要

事業内容
三多摩全域対象
都市ごみ焼却灰,飛灰
（９．４万t/年）
エコセメント１３万t生産

予定
平成１８年４月事業開始
予定



17-Feb-05 ― 31 ―

重金属の厳格な管理

３．太平洋セメントの概要



17-Feb-05 ― 32 ―

世界に秀でたセメント製造技術

３．太平洋セメントの概要
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日 本

セメント工場 １２

生産能力 ２４,４７３

北 米

セメント工場 ３

生産能力 ３,３３８

粉砕工場 １

ア ジ ア

セメント工場 ２

生産能力 ２,６６７

粉砕工場 ２

韓 国

セメント工場 ２

生産能力 １４,７５８

中 国

セメント工場 ３

生産能力 ３,８４０

粉砕工場 １

― 33 ― 生産能力数字はクリンカベース／単位：千トン

３. 太平洋セメントの概要

太平洋セメントの海外展開



国内各セメント工場における廃棄物処理事情国内各セメント工場における廃棄物処理事情

廃棄物・副産物廃棄物・副産物

処理能力 地方のセメント工場地方のセメント工場

首都圏のセメント工場首都圏のセメント工場

廃棄物・副産物

３．太平洋セメントの概要３．太平洋セメントの概要３．太平洋セメントの概要

廃棄物・副産物
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廃棄物発生場所（大都廃棄物発生場所（大都
市部）とｾﾒﾝﾄ工場所在市部）とｾﾒﾝﾄ工場所在
地の分布上のｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ地の分布上のｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ
解消解消

セメントキルン（焼成炉）

廃棄物・副産物のセメント資源化
は今後更に活発化

国内の港湾立地のセメント工場
の活用は不可欠
⇒国内広域海上輸送の利用
⇒更に国際静脈物流へ

３．太平洋セメントの概要
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4.． 港湾環境政策に対する要望

― 36 ―

交通政策審議会交通政策審議会 港湾分科会港湾分科会 環境部会環境部会
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〇〇廃棄物処理に適したセメントキルン廃棄物処理に適したセメントキルン 技術を有技術を有
効利用して国内広域処理を推進すると同時に効利用して国内広域処理を推進すると同時に

廃棄物・副産物を多量に利用したセメント製品廃棄物・副産物を多量に利用したセメント製品
を港湾で積極的に使用して欲しいを港湾で積極的に使用して欲しい。。

・・大量処理ができる大量処理ができる

・１４００－１５００℃の高温で安全処理・１４００－１５００℃の高温で安全処理

・原燃料として再資源化される処理物・原燃料として再資源化される処理物

に対しては性状面での柔軟性があるに対しては性状面での柔軟性がある

・既存設備の有効活用で設備投資が・既存設備の有効活用で設備投資が

少ない少ない

港湾環境政策に対する要望－１
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セメントキルン（焼成炉）
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〇国内静脈物流を円滑にするために，自治〇国内静脈物流を円滑にするために，自治
体と連携して港湾の静脈環境整備をして体と連携して港湾の静脈環境整備をして
欲しい欲しい。。

・港湾のストックヤードの整備・港湾のストックヤードの整備

・リサイクル輸送の・リサイクル輸送の〇適〇適マーク制度の適用（規制緩和）マーク制度の適用（規制緩和）

・追跡監視情報システムの早期整備・追跡監視情報システムの早期整備

・陸運との円滑な連携・陸運との円滑な連携

・リサイクルポート推進協議会の強化・リサイクルポート推進協議会の強化

専任事務局の設置

港湾環境政策に対する要望－２
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〇適正な国際静脈物流に向けての環境〇適正な国際静脈物流に向けての環境
整備を早急にして欲しい。整備を早急にして欲しい。

・不適正静脈物流の監督・監視・不適正静脈物流の監督・監視

・国内リサイクル産業の育成と保護・国内リサイクル産業の育成と保護

・リサイクルポートを核とした静脈物流戦略・リサイクルポートを核とした静脈物流戦略

の検討の検討

港湾環境政策に対する要望－３
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